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８ 会議の概要及び結果 

（１）外国人観光客の誘客に向けた、農山漁村の魅力と観光需要を結びつけた観光商品

の開発及び海外市場へのアプローチ・情報発信のあり方などについて、参考人から

意見聴取を行った。 
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   政策調査課調査広報班 主事  德丸花帆 

議事課委員会班    主査  飛鷹真典 

政策調査課調査広報班 主任  江川亜美 



第７回経済活性化対策特別委員会 

～食と観光、農林水産業のさらなる振興と人材の確保・育成～ 

             

日時：令和６年６月１４日（金）１３時００分～ 

場所：第３委員会室 

 

＜ 次 第 ＞ 

１ 開 会                 

 

２ 参考人からの意見聴取        １３：００～１４：３０ 

The Japan Travel Company 株式会社 

クリスティ美保子       代表取締役 

クリスティ ポール ジェラード 取締役会長      

 

３ その他 

 

４ 閉 会  
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別 紙 

会議の概要及び結果 

井上委員長 これより、第７回経済活性化対策

特別委員会を開催します。 

 本日は、吉村委員がオンラインで出席してい

ます。また、委員外議員として佐藤議員が出席

しています。 

早速ですが、本日は参考人としてＴｈｅ Ｊ

ａｐａｎ Ｔｒａｖｅｌ Ｃｏｍｐａｎｙ

（ザ・ジャパン・トラベル・カンパニー）株式

会社（ＪＴＣ）のクリスティ美保子代表取締役

とクリスティ・ポール・ジェラード取締役会長

に、オンラインにて御出席いただいています。 

発言いただく前に、私どもより自己紹介を行

います。 

  〔委員長・委員及び委員外議員自己紹介〕 
井上委員長 お二人には大変御多忙の中、御出

席いただき誠にありがとうございます。 

本日は、本委員会の検討テーマである、食と

観光、農林水産業の更なる振興と人材の確保・

育成に関して、外国人観光客の誘客に実際に取

り組む立場から、農山漁村の魅力をいかした観

光商品の開発や情報発信のあり方、私どもへの

御提言等をお聞かせいただきたいと思います。 

 本日は、どうぞよろしくお願いします。 

これより、参考人のお二人に発言をお願いし

ます。なお、お二人にはおおむね６０分程度お

話いただくようお願いしています。一通り説明

が終わった後、３０分程度、全体を通じて意見

交換を行うことを予定しています。 

 それでは、よろしくお願いします。 

クリスティ美保子代表取締役 食と観光、農林

水産業のさらなる振興と人材の確保・育成とい

うことで、私たちザ・ジャパン・トラベル・カ

ンパニーの取組として、取締役のクリスティポ

ールと代表取締役のクリスティ美保子から話を

します。 

本日は、どうぞよろしくお願いします。まず、

トピックの一覧としてここに書かれている順番

で、ざっくりと私たちの活動について話ができ

たらと思っています。 

まずは、私たちの自己紹介を簡単にさせてい

ただきます。私は現在、日本法人ザ・ジャパ

ン・トラベル・カンパニー株式会社の代表取締

役をしています。もともと私は神奈川県茅ヶ崎

市で生まれ育ち、現在は４人の男の子の母親を

しています。そして、関東で明治学院大学文学

部を卒業後、研究機関で働いた後に専門学校へ

留学をするため渡英しました。そこで２００８

年にポールと出会い、結婚を機に杵築市の旧大

田村エリアへと移住することになりました。移

住を機に、香港法人ですがＷａｌｋ Ｊａｐａ

ｎ（ウォーク・ジャパン）という私たちの母体

の旅行会社の業務に従事することになり、２０

１０年にザ・ジャパン・トラベル・カンパニー

を設立しました。ウォーク・ジャパンはアカデ

ミックな起こりで、香港大学で教鞭を執ってい

る先生たちによって始まりましたが、日本に拠

点がある方がいいということで、日本で日本法

人を立ち上げたという背景があります。そして、

私はコロナ渦の２０２１年に代表取締役へ就任

しました。 

現在は４人の子育てをする傍ら、ザ・ジャパ

ン・トラベル・カンパニーの日々の運営を担っ

ており、そして人間好きが高じて、上智大学で

グリーフケア、スピリチュアルケアを学んでい

ます。また、月に一度のペースですが、ＯＡＢ

の、もっと！という番組で大分に関することを

お話しするコメンテーターもしています。 

ポールクリスティ取締役会長 私は出身がイギ

リスで、ロンドン大学経済学部を卒業後、同大

学へ戻って東洋アフリカ研究学院にて日本語を

勉強し始めました。そして、１９８７年に初め

て来日し、川越市でホームステイをしました。

その後、イギリスに戻ってＮＨＫやＴＢＳの報

道番組の制作などに携わり、ロンドン支局の方

や日本の方と仕事をさせていただきました。 

１９９７年にはウォーク・ジャパンと出会い、

ツアーガイドとなって２００２年まではテレビ

とガイドの仕事を両立させながらやってきまし
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た。そして、２００２年に憧れの田舎暮らしを

実現するため、また、４０歳までに移住したい

と感じていたため大田へ移住しました。当時は

まだ大田村で、まだ平成の大合併の前だったの

で、村としての地域と今の杵築市の一つとして

の地域の両方を経験して、２０１０年にザ・ジ

ャパン・トラベル・カンパニーを設立しました。 

ウォーク・ジャパンは、今から３２年前の１

９９２年にできた会社です。さきほど妻が申し

たように、香港大学から出てきた企業なので香

港が本社で、ザ・ジャパン・トラベル・カンパ

ニーは日本の手配業務などに携わっており、こ

の利用者に対し国内ツアーを提供しています。

また、私がここに移住してから２２年余りが経

ちましたが、移住当初から友達の農家の手伝い

などをしており、２０１５年には農業委員会か

ら正式に農家として認めていただきました。ま

だ存在は小さいですが、２０２０年に農業法人

も設立しています。 

 それと、今年の４月に立命館大学ビジネスス

クール大学院経営管理研究所の客員教員に任命

いただきました。これから学生には勉強のため

に来てもらうことになります。また、ウィリア

ム・アダムス――日本の名前は三浦按針ですが、

彼は大分県と非常に深い関わりがあり、イギリ

ス人として日本に初めてやってきた人です。ウ

ィリアム・アダムス・クラブというものがあり

ますが、私はその理事長も務めています。ほか

には１０年前からクールジャパン広報大使など

もしています。 

 ウォーク・ジャパンは香港大学で誕生し、そ

の当時の創立者２人が自分の弟子たちを日本に

連れてきて、江戸時代の五街道の一つである中

山道を歩きながら勉強させたことがきっかけで

すが、今は全国的にツアーを展開しており、企

画、造成、販売、実施までやっています。ＰＲ

業者と仕事をするときはＢｕｓｉｎｅｓｓ ｔ

ｏ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ（ＢｔｏＢ）もあります

が、基本的にはＢｕｓｉｎｅｓｓ ｔｏ Ｃｕ

ｓｔｏｍｅｒ（ＢｔｏＣ）で旅行産業に参入し

ています。この分野では、特に長期滞在のウォ

ーキングツアーですが、我々が先立ってやって

いることに間違いありません。 

クリスティ美保子代表取締役 ザ・ジャパン・

トラベル・カンパニー株式会社についてですが、

ウォーク・ジャパンが日本全国でツアーを展開

する以上、ランドオペレーター的な動きを取る

会社が必要だという理由から、２０１０年にウ

ォーク・ジャパンのツアー専属の予約代行会社

として設立しました。そして、２０２１年から

私が代表を務めています。本社はずっと杵築市

大田で、大田の中に二つの拠点あり、１か所は

大田の中の俣水という大分空港に近いエリアに

あります。１７年間空き家だった古民家を改築

して、とても個性的な建物のオフィスになって

います。そして今、私たちがいるのが石丸とい

うエリアで駐在所が近いですが、やはり古民家

を改築して、とても心地よい空間のオフィスに

しています。 

東京にも支社があります。コロナによりイン

バウンド業務も非常に影響を受けたので一旦、

東京の事務所は畳んでいましたが、現在は東京

の支社も再開しています。東京の支社がありつ

つも、いつも大田を本拠地としてきたことが私

たちにとってのポリシーかなと感じています。

なお、東京にもスタッフがおり、リモート勤務

をしているスタッフも含め、現在、ＪＴＣの日

本法人には４５人のスタッフがいます。 

業務内容としては予約代行業務――ホテル、

宿泊施設、交通機関、レストランなどの手配を

ウォーク・ジャパンのために行っています。ま

た、農林業などを中心に地域活性事業としてコ

ミュニティプロジェクトというものをしていま

す。そこは後ほど詳しく話しますが、里山の再

生とか多様性のある森をつくり出す活動のほか

に、行政などから頼まれて視察などを含むコン

サルティング業務も行っています。 

ポールクリスティ取締役会長 ウォーク・ジャ

パンのツアーがどのような形になっているのか

説明します。 

ガイド付きのツアーとガイドなしのツアーの

両方を提供しており、それに国際修学旅行もし

ています。ちょうど今、今月だけで違う学校を

対象に４本ぐらいのツアーを行う予定で、今は
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修学旅行のツアーが多くなっている時期です。 

ツアーはＢｔｏＢ、今伸びているのは全部Ｂｔ

ｏＣですが、一つＢｔｏＢのツアーなのがアメ

リカＮＰＯ法人のツアーで、日本国内全てのツ

アーは我々が企画して運営しますが、向こうが

販売したりＰＲします。ツアーの平均日数は８

日間から１０日間で、これは日本国内だと長期

滞在にあたります。ツアー人数は基本的には１

２人限定で、それにガイドが１人付いて合計１

３人。これが非常に重要なポイントの一つです。

大体１日当たりのツアー代金は５万５千円から

８万円になります。 

 ツアーでは、基本的には歩きながら日本を散

策します。日本の本質、日本という国を探って

いくわけですが、知られざる日本を紹介、案内、

解説します。一緒に地元の社会に忍び込むんで

す。歩くのは非常にやりやすい形で、貸切バス

やオートバイだとできない、自転車もちょっと

難しい。歩くことで、やっぱり地元の人たちと

の交流がかなり図られます。 

 テーマの多様性ですが、例えば中山道が歴史

的な街道ですけれども、江戸時代の話などにと

どまらず、今の日本はどんな社会なのか、日本

人は礼儀正しく接してくれるのか、日本の政治

がどんなものなのか、今の岸田総理はどんな方

なのか、教育現場はどんな感じなのかと、多岐

にわたっていろんな話題に触れていくわけです。

もちろん、人によっては日本イコール東京か京

都というイメージが強いですが、実は日本は非

常に多様な国で、南北３千キロメートルぐらい

あって、かなり多くの島々で形成する国で１万

ぐらいの島がある。山を超えたら全然違った谷

があるとか、それによって風情が非常に富んで

いる国だとよく分かっていただけるわけです。

バランスのよい行程というのは、食事に例えれ

ば、一つおいしいものをたくさん食べるのでは

なくて少しずつつまみながら、ちょうどお腹が

もたれないような感じで行程をつくると。消化

しやすい内容だということです。 

 歩くのは何がいいかというと、やっぱり人間

はそれが非常にふさわしい行動だと我々は思っ

ていて、走ることも飛ぶこともできるけれども、

ちょっと慣れたら１日２０キロメートルとか２

５キロメートルは歩けるわけです。ウォーク・

ジャパンのお客様は、基本的に歩くことが好き

で、学ぶことを楽しむ知的好奇心が強く、大体

４０代から７０代半ばの富裕層だと考えていい

と思います。 

ツアーについては、大分県だけじゃないんで

す。発祥地は中山道ですが、北海道から西表ま

で、日本全国の各地でツアーを展開してきまし

た。（「全部で現在３７種類の定期ツアーがあ

ります」と言う者あり）ウォーク・ジャパンが

できた当時、弊社以外はどこも歩いていない時

代でした。実は今、特に長野県の県南の木曽谷

ですが、大勢の外国人が行っていて、日本人も

行くようになったんです。中山道ツアーについ

てですが、１０泊１１日で京都からずっと中山

道をたどって東京の日本橋に向かうというもの

です。全長は５４４キロメートルありますが、

我々のツアーでは１２０キロメートルから１３

０キロメートルを我々と一緒に歩きます。 

 九州のツアーに関して、私が２００２年に国

東半島に移住して、すぐさま国東トレックをつ

くりました。観光シーズンはずっと好評で、こ

れは９泊１０日の長期滞在で国東半島内を一緒

に散策します。地元の人たちにこの話をしたら、

国東半島内で１０日間どうするんだいという質

問をされたことがありますが、参加者の皆さん

には大満足していただいています。また、国東

湯布院ウォークというツアーもあって、これは

ちょっとゆっくりとしたペースで、余りアップ

ダウンも激しくないコースを希望する方のため

に設けました。大分温泉トレイル――国東を離

れて耶馬渓、日田、九重、竹田、別府を回りま

す。また、温泉ガストロノミーの企画を２０１

９年に始めましたが、これはＡＮＡと手を組ん

でつくりました。全て非常に好評ですが、これ

も好評で、もちろんおんせん県おおいたにしか

できないので、９割ぐらいは大分県内で実施し

ています。 

 これらは、例えば名所へ行って記念写真を撮

って、また大型バスに乗って次の名所を回って

いくという形を全然取っていません。我々は、
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もともと大学から出てきた企業なので、やっぱ

り日本という国を分かってほしい、日本人を知

ってほしい、よりよく触れてほしい。ツアーで

はいろんな取組をしますが、なるべく日本に対

して関心を持っていただく工夫を凝らしていま

す。ツアーではいろんな情報を提供する、若し

くは話合う、お客様の国と日本の国を比較する

話なども多くあります。また、皆さんには休み

を取っていただいているので、楽しみながら、

笑い声が多くある企画ばかりです。あとは効率、

やはり安くはありませんが、時間とお金、より

よいバックアップをしてあげる工夫ですが、簡

単に見えるけど簡単にできるわけではありませ

ん。 

 資料には何人かの同僚の写真が並んでいます

が、ツアーの要はやっぱりガイドですね。彼ら

はツアーリーダーですが、資格だけでは不十分。

やっぱりそれ以外の性格とか本人が好奇心があ

るか、人との関わりが上手か、いろいろあるん

ですが、我々はツアーリーダーの育成にかなり

の時間とお金を費やしています。 

 役員ですが、私もツアーリーダーとして会社

をやり出したんですけれども、左側の眼鏡をか

けているのは同僚で、彼はもともとツアーリー

ダーで今、ウォーク・ジャパンの社長として

日々の経営をしてもらっています。隣の女性に

は今、かなり責任のある席に座ってもらってい

ます。 

会社は非常に多国籍で、もちろん日本人はいる

し、香港、アメリカ、イギリス、イタリア、オ

ーストラリア、カナダ、ドイツ、フランス、リ

トアニアなど結構います。いろんな職業をこな

してツアーリーダーとして付き合ってもらって

いますが、国際金融機関とか、去年からもとも

と日本銀行出身の方、国際機関のＩＭＦの方に

も付き合っていただいています。あと、有機農

家とか専業主婦、先生とかメディア関係とか修

験者もいるし、富士山ガイドなどもいます。い

ろんな職業の人たちに、一緒に付き合ってもら

っています。 

 さきほど申したように、資格だけでは不十分

で、資格は大事ですが、それ以外の人間に備わ

っている能力を一緒に磨いていかなきゃいけな

い。なので、我々は地元の人たちとの交流を生

む工夫をしています。日本の一番の魅力は日本

人です。食材、食料、風景、文化なども非常に

すばらしいけれども、その中では日本人が一番

だと我々は思っています。ツアーでは、なるべ

く地元経営の宿やレストランなどを利用します。

なぜかというと、我々が落としていくお金は、

地元ではもっと循環がよくて、例えば宿の本社

が東京かロンドン、若しくはニューヨークだっ

たら、いきなり２割、３割が抜かれるわけです

が、地元であればほぼ１００％、地元でお金を

使っていただくと、その方たちがその分潤って

いくわけです。 

 えっちゃんの話です。ちょっと小柄なおばさ

んですが私の親友で、たまたま私が移住して最

初に買った土地は、えっちゃんの土地に囲まれ

ていて、移住した日から付き合いが深くなって

います。今では、えっちゃんがこの地方では看

板娘だと言ってもおかしくないぐらい、体が小

さい割には大きな存在なんです。ここに来るツ

アーのほとんどで、えっちゃんの家に寄ります。

ごく普通の農家の家庭ですが、去年だけでも６

００人ぐらいの外国人がえっちゃんと会話を交

わしたり、お茶を飲みながら油を売っています。

修学旅行でも、よくえっちゃんのところに寄り

ます。 

 あとはＰＲ方法。私もメディア関係者でした

が、社長のルーもメディア関係者で、メディア

のことをよく把握しています。我々は、世界各

地のＰＲ会社を活用してかなり自発的に、もち

ろん弊社の話ですが、日本各地の話を海外に向

けてうまい具合にアピールしています。大体週

に１回、２回ぐらいとか、英語圏の各国の名門

雑誌や新聞などに弊社や日本、その中では大分

県も取り上げていただいていますが、日本国内

でもかなり注目されてきました。後ほどもう少

し触れると思います。あと、ＷｅｂサイトやＳ

ＮＳの活用はかなり上手だと我々は思っていま

す。これがつい最近の記事の例のいくつかです

が、これが今年の５月、Ｅｘｐｌｏｒｅ Ｔｒ

ａｖｅｌ（エクスプロアトラベル）、オースト



- 5 - 

ラリアですね。ここに国東トレックを取り上げ

ていただき、やっぱり効果的で、記者は非常に

有名なライターですが、大きく貢献していただ

きました。これは香港の名門の雑誌ですが、国

東湯布院の企画を取り上げていただきました。

また、カナダでは温泉ガストロノミーの大分県、

熊本県の企画を取り上げていただいて、これが

イギリスのＴｈｅ Ｔｅｌｅｇｒａｐｈ（ザ・

テレグラフ）ですが、これも国東トレックの記

事です。 

これは去年の８月ですが、日本の英字新聞の

Ｔｈｅ Ｊａｐａｎ Ｔｉｍｅｓ（ザ・ジャパ

ン・タイムス）に、かなり大きく我々の活動を

取り上げていただきました。これは中東のＡｌ 

Ｊａｚｅｅｒａ（アル・ジャジーラ）ですが、

これは大体雑誌でも新聞でもホームページもあ

って、世界中の方が閲覧できるようになってい

ます。日本では今、京都や奈良が観光客でにぎ

わい過ぎてちょっと大変ですが、国東半島など

ウォーク・ジャパンが行っているところは外国

人がまばら、地元の人たちとちゃんと交流でき

ると取り上げていただいている。これは、名門

のＮａｔｉｏｎａｌ Ｇｅｏｇｒａｐｈｉｃ

（ナショナル・ジオグラフィック）で、弊社の

話を全般的に取り上げていただいている。持続

可能な観光の話です。これも御存じだと思いま

すが、去年の５月に人間発見という日本経済新

聞の夕刊で、かなり名門のコラムですが５回連

続で取り上げていただいた記事です。たまたま

私だったんですよ。えっちゃんとの写真となっ

ています。このように、国内外のメディア、日

本経済新聞、ＮＨＫワールドなど全部名門のと

ころですが、我々の活動を取り上げていただき

ました。 

 それと、９年ぐらい前にツーリズムおおいた

から依頼を受けて、大分を取り上げている観光

のホームページの英語版を制作させていただき

ました。去年に作業が終了して、まだ存在して

いますが、これはかなり評判となって、隣の鹿

児島県の観光課から何か苦情の電話があったそ

うです。何でこんなにいい英語のホームページ

があるのか、僕たち困っているんですよと連絡

があったそうです。 

 次に、コミュニティプロジェクトについてで

すが、これは彼女の方から。 

クリスティ美保子代表取締役 コミュニティプ

ロジェクトのことが、私たちの話の中からちょ

くちょく出てきたと思いますが、それが一体ど

ういうものなのかという点に触れながらお話し

します。 

 地域活性化の一つの見本になることとして、

私たちがここで観光業をできるのは、やはり地

元の人たちと手を組んでの協力があってこそと

いう思いもあります。日本への揺るがない思い

を示すためにも、この活動が非常に大切な意味

を持っています。そして、やはり社会の責任を

果たすということ、活動を付加価値としていか

す。地方に潜んでいる魅力を引き出して地方を

活性化させるという意味で、このコミュニティ

プロジェクトに私たちは大きな意味と目的を持

っています。 

 コミュニティプロジェクトの根幹には当然な

がら農業があり、やはり皆さんも御存じのとお

り、大分県だけでなく全国的に高齢化が進んで

おり、農業は特に担い手の確保が非常に難しく、

大田エリアでも人口減少は本当に逼迫した問題

です。米、小麦、しいたけを、えっちゃんをは

じめ地域の農家の皆さんと手を組んで、それを

ツアーのコンテンツに、一緒に体験する。学生

たちは、特に体験をするという意味で、昨日か

な、アメリカのジョージア州から来た２１人の

学生たちと先生たちが、えっちゃんや私たちの

スタッフと共に田植えをしました。いい天気に

恵まれて、面白い体験になったんじゃないかな

と思っています。また、えっちゃんはずっと長

くしいたけ農家でもあるので、しいたけの作業

も子どもたち、学生たちに手伝ってもらったり

もします。ただ、ツアーに来る時期によってど

ういう作業ができるのかは変わってくるので、

そのときにできるホダ木の準備だったり、若し

くは駒打ちそのものだったり、すごくラッキー

なときはしいたけの収穫までできたことも過去

にはありました。 

 空き家の再生も、さきほど私たちのオフィス
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の紹介をした際に、大田にある２か所のオフィ

スも、もともと空き家だったという話をしたん

ですが、蝙蝠亭と呼んでいる本店や、私たちが

いる石丸のオフィスから目と鼻の先にある自宅

も空き家バンクを介して紹介してもらった空き

家でした。また、空き家をゲストハウスと呼ん

でおり、もともとお客様たちが宿泊したり、中

長期的にここがいい場所だというのを分かって

もらうために、宿泊してもらう場所も空き家で

した。 

 そして、景観保全も私たちは非常に大切にし

ていて、社会の中でも当然大切なことではある

んですが、私たちがツアー会社である以上、や

はりお客様を呼んで原風景のような美しい日本

の風景を楽しんでもらうために、それをなくさ

ないよう、保全できるようにということで、ウ

ォーク・ジャパンがちょうど３０周年目を迎え

た数年前に、私たちは個人として山を購入し、

その山の一部、大部分が植林だからその部分を

もうちょっと多様性のある森にということで、

雑木林を作る試みなども、社内だけではなくお

客様たちにも協力してもらいながらしています。 

 そして、英語教室はずっと温めてきたプロジ

ェクトですが、実際にコロナなども経て、形に

なったのは去年からです。南アフリカから英語

の先生を呼んで今、うちの子どもたちも含む地

域の子どもたちやスタッフの子どもたちに英語

をツールとして、持続可能な社会、そして自然

の生態系について教えています。また、コンポ

スト作りとか、実際にコンポストを自分たちで

作ってみたりとか、私たちの会社のスタッフに

対してコンポストのことを啓もうしてくれるよ

うなプロジェクトをしたりとか、そういう試み

も放課後の時間などに行っています。今後、地

域のこども園と、その次のステップでは小学生

が通う放課後クラブにも出前授業のような形で、

いろいろ自然に関することを英語で学ぶ試みも

スタートするところです。 

 地域交流という意味では、別府市にはイベン

トのスポンサーのスリランカのコミュニティー

などがあり、クリケットが盛んだったりするん

ですね。ウォーク・ジャパンはイギリスという

ことで、クリケットに非常に熱心な人たちが多

い会社だから、そのクリケット大会を去年、Ａ

ＰＵで開けるように、ウォーク・ジャパンもそ

こにスポンサーとして資金提供して盛り上げま

した。また、ＡＰＵの卒業生で本当に大分県に

貢献して頑張っているスリランカ人をはじめ、

アジアの国の卒業生たちがいることも実感した

んですが、その人たちとの交流や地域でのクリ

スマス会、バーベキューなどを開いて、あとは

健康に関するサロンなども地域の医療従事者な

どと手を組んで行ったりもしています。そして、

杵築市のサイクリンググループのメンバー及び

スポンサーにということで、本当に最近、今月

の話ですが、チャリティーライドということで、

ニコールという元気なアメリカ人のスタッフが

自転車ごと杵築駅から静岡県に向かって、静岡

県から中山道を経由して長野県まで行くという

イベントにも参加しました。これも弊社がスポ

ンサーシップを一部提供しつつ、養護施設の子

どもたちの活動を豊かにということでＮＰＯに

お金が行くような、そんなイベントにも会社と

して参加しています。 

ポールクリスティ取締役会長 まだ確定ではあ

りませんが、来年、大分県内で同じように自転

車のイベントを実施する可能性が高まってきま

した。 

クリスティ美保子代表取締役 大分県、特に国

東半島の地形は自転車のライドに非常に適して

いると、ポールも長野県を走ってみてさらに実

感したということで、それをいかしていきたい

なと私も思っています。 

ポールクリスティ取締役会長 資料右側のテン

トの写真ですが、私が国東市へ来て初めて住ん

だところです。えっちゃんの土地のそばですが、

最初に買った土地にテントを張って、そこで数

週間ぐらい過ごしました。 

 なぜ大田に強い意思を持っているかというと、

実は交通の便がいいんですよ。大分空港から近

く、車なら大分市よりもずっと、これからホー

バークラフトが出港したら同じぐらいになるん

ですけど、３０分ぐらいで大分空港へ行けると

ころで、ソニックも杵築駅や宇佐駅で停まるこ
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ともあって列車の便も悪くありません。私は日

本全国をよく回っていますが、国東半島はその

面では遅れてないと実感しています。あとは、

我々はものすごくこの地域に対する愛情があり

ます。また、我々の会社は日本国内だけではな

く海外でもかなり知名度が高く、ボランティア

たちもよく来ています。今年だけで既に３、４

人ぐらいに力を貸していただいています。資料

右側の女性は駒打ちの手伝いをしているところ

です。 

 今度、立命館大学ビジネススクールの客員教

員になりました。その関係で、日本全国の生徒

たちがこちらに来ますが、それが今度は９月の

２週目ぐらいかな、３日間ぐらいの短い滞在で

すが来てもらいます。一度来てもらえれば再び

来る人も少なくない気がします。 

 田舎には多くの魅力があって、多くの人たち

に来てもらっています。この写真の中には、ニ

ューヨーク住まいのイギリス人、南アフリカの

御夫婦、オーストラリアの方もいます。これが

去年の８月ですが、在日英国大使御夫妻、ジュ

リアという女性が大使で、日本のイギリス人大

使として初めての女性ですが、御主人が付いて

きているというか、日本ではちょっとあり得な

い形で来ていただきました。 

 旅の目的の変化について、基本的に個人旅行

者が多くなっていて、それは大分県にはプラス

になっていると思います。もちろん大きな施設

もあるんですけど、基本的に小ぢんまりとした

小さな宿、若しくは民泊などが非常に潤ってい

けるはずなんです。また、地元の人たちと交流

を図っていきたいというニーズがどんどん高ま

っているのと、今、特に西洋人で、もう既に世

界中を回ってきたから、やっぱりどこか家を持

って第二の故郷つくりたい、感じたいという方

が多くいます。 

 地方創生について、我々は旅行会社ですが地

方創生専門会社だと考えてもいいと思います。

Ｕ・Ｉターンをかなり促進していて、隣の彼女

は国東市出身で、２０年余り京都の旅行会社に

勤めていましたが、弊社のことを知って戻って

きました。私の秘書をしています。移住者は日

本人だけではなくて、外国人も結構多くなりま

した。大田に住んでいる外国人は少ないですが、

杵築市、日出町、別府市、国東市、宇佐市など

にいます。もちろんツアーをして、そこで通っ

ているところはお金を確実に落としています。

その面ではかなり貢献しているし、大田村には

農業と林業、あとは老人ホーム二つと杵築市の

庁舎しかありません。弊社は全然ほかにはない

職種で、比較的高めの給料でもあるから、かな

りの刺激を与えているはずです。 

クリスティ美保子代表取締役 地方創生という

ことで、私たちも大田で会社を営んだり、大田

を拠点に生活する上で本当に超高齢化、日本全

国どこもそうですが、大田のような場所は特に

そうで、農業などの後継者不足や、高齢者が割

合として人数的にも多い中、高齢者が当然なが

ら慣れたものが安心だから、ライフスタイルを

変えたがらないということもあって、次世代の

ものや移住者の意見が通りにくい環境があると

感じています。インターネット環境においても、

これからの時代、本当に水道水のように必要な

ものだと私たちは認識していますが、杵築市の

中でもやはり山香エリア、大田エリアには光の

インターネットが通っていない現状があったり

ですね。 

 また、国としてはやはり農地を農地として維

持して、そこを活用できる状態に保ちたいと、

結構助成金などもそこに入れています。ただ、

高齢化で草刈りが当然追い付かないし、人手が

ないので農薬とか除草剤に頼ることが増えてい

て、自分が手が回らないからと地域の人はそれ

はしようがないとか、苦しい状況です。私たち

はそれを手伝えない身だからすごく苦しいので

すが、その弊害として景観が甚だしく赤茶色に

なってしまう土地が増えたり…… 

ポールクリスティ取締役会長 お客様はそれに

気付いているし、特にアメリカ人が敏感なんで

すよね。もう一つ、生活水が地下水なんですよ。

そこへ浸透していくおそれが非常に高くて、こ

のままいくと、移住者は好まないし期待はでき

ない。移住者はどこでも行けるわけなんですけ

れども、そういう除草剤が多く使われている地
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方はやっぱり避けようとする人が少なくない。

もう一つ、我々もここにせっかくいいものをつ

くったのに、やっぱり子どもを横に置いて、自

分一人だったら我慢するけれども子どもがいる

んですよ。そうすると、どこか別のところへ行

こうかと検討に入る寸前ですよね。 

クリスティ美保子代表取締役 地域も努力して

いる部分もありますが、どうしてもその点で、

未来に向けて子どもたちのこれからの可能性と

か、そういうものにプライオリティーを置くよ

うな形でみんなで考えられたらなと、常にひし

ひしと感じながら生活している状況です。 

ポールクリスティ取締役会長 やっぱり信用で

きない農家もいます。すごくまいっている人た

ちもいると感じています。ある人は全然第三者

の話を聞こうとしないんですよ。自分さえよけ

ればあとはどうでもいいと思っている人もいま

す。 

クリスティ美保子代表取締役 私もいろいろ考

えたり、地域の農家と話す中で、助成金の在り

方とか背景にはいろいろあるようです。ただ、

農地をいい形で維持することや、やはり高齢者

もきちんと住みながら未来に向けて子どもたち

の健康とか、移住者にとって魅力的な場所であ

り続けるという要因とか、そこを妥協しない形

でバランスよく、それぞれのプライオリティー

をちゃんと酌み取った形で、次によいものを残

していけるようにという考え方は大切だと感じ

ています。 

 特にその大田・山香地区はさきほど申したと

おり、光のインターネット普及が不十分で、私

たちも業務をする上で非常に困難を来した時期

がありました。それを杵築市に強く訴えかけた

ところ、非常に理解を示し、協力してくれる人

がいました。私たちは実費を払いながら、庁舎

から特別に引いてもらうという措置を取ってい

ます。でも、私たちだけでは駄目なので、法人

全般もそれができるようにと声を上げたところ、

そうしてくれました。ただ、法人ではないと駄

目だとすると、個人事業主やフリーランサーが、

今だったら例えばリモートワークとかワーケー

ションという形で試しでここに住みたいと思う

ときに、やっぱりインターネットの存在は、こ

れからの生活を決める意味でも非常に大きい。

あとは医療ＭａａＳ、車で移動して行う医療は

未来においても特に山間部などには非常に大切

なので、インターネットの導入は都市部だけで

なく、どの場所でも非常に必要だと思っている

で、これは強く私たちも…… 

ポールクリスティ取締役会長 杵築市営の山香

病院の院長先生も、やっぱりインターネットが

ないのは高齢者を診る障壁となっていると言っ

ています。ちょっと不公平なところもあって、

旧杵築市ではインターネットを整備しています

が、大田地区、山香地区は後回しになっている。

それだけではありませんが、杵築市に対して僕

はかなり憤りを感じています。 

クリスティ美保子代表取締役 除草剤の話はさ

きほど触れましたが、やはり美しい原風景の破

壊は私たちの観光業においても非常に大きなマ

イナス要因になってしまうということ。また、

水質汚染に関しては科学的なことなので数値と

か分かりませんが、やはり海外のメディアのニ

ュースなどを読んでいると非常に懸念を含むこ

とだなと思います。それが本当に意識のない状

態で汚されてしまうことは、健康的な生活や非

常に美しい自然を求める方たちを遠ざけてしま

う要因になってしまうので、非常にもったいな

いと思っています。住民や私たちの健康被害へ

の恐怖もあるし、私たちが自信を持ってここは

いい場所だと人を呼ぶときに、非常にそこがネ

ガティブな要因に働いてしまう。日本はこんな

ふうにしているのかと、海外からの訪問者たち

をがっかりさせる要因になってしまいます。 

 地域を活発化するための鍵としては、やはり

まずは私たちが地域の人たち、地元の魅力を知

るということです。地方ならではの原風景を意

識して守っていかないと、無意識のうちになく

なってしまうのは本当に簡単で、戻すことはな

かなかできないので、そこは大切だと思います。

それぞれの特色、個性、そこにしかないもの、

こんなのでいいのかと地域の人は言いますが、

それこそがかけがえのない魅力で個性なので、

それを広域で連携を取りながらいかしていく、
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残していく。残すことがいかに大変で大切なこ

とか、私も最近考えています。慣習などにとら

われず、無理のない形で継承していくこともす

ごく大切。そして、時代は逆戻りはしないので、

変化を上手に受け入れて、それをよい形でいか

していく柔軟さは大切だと思います。そして移

住者、訪問者が来やすい環境づくりが大事なの

で対話はやっぱりあって、当然、移住者や訪問

者がみんな正しいわけではないので、そこでや

っぱり対話の場を持って、未来に向けてお互い

変わる気持ちを持って受け入れていくことが大

切です。そして、子どもの将来を見据えた長期

的な活動、働きかけは本当にすごく大切で、こ

こが本当にキーワードとなって人口を増やして

いったりとか、魅力的なものを発信していける

のかなと思っています。 

 私たちのお客様は、ほぼ全員が富裕層ですが、

富裕層の人たちが思ってやまない、お金を費や

してやまないのは、よりよい環境や健康です。

お金では買えないものですが、そこを意識した

環境づくり、地域づくりが観光の意味でも移住

者を増やすという意味でも、非常に大きな要因

であると、本当に共通で認識していたいと思っ

ています。 

 あと、弊社の取組の循環として、ポールはよ

く一石十鳥以上という言葉を使いますが、この

ようなサイクルで成り立っていて、もちろん私

たちは観光業を主軸とした旅行業をしているも

のですが、そこから雇用増加、そして移住の実

現、空き家の再生、第三者の誘致、交流の活性

化、教育補填、環境保全、維持可能な農業、山

の再生、それが景観の美しさとなって観光業に

つながるという、このサイクルを繰り返せば繰

り返すほど観光業が潤い、人が地域に流れてく

るという相乗効果を持つと思っています。 

 多岐にわたる話でしたが、以上で説明を終わ

ります。御清聴ありがとうございました。（拍

手） 

井上委員長 ありがとうございました。非常に

多岐にわたるいろんな御説明をありがとうござ

いました。 

 それでは、これより意見交換に入ります。委

員の皆さんで御発言されたい方がどなたかいれ

ば、お願いします。 

穴見委員 ありがとうございました。 

 １点お聞きしたいのが、人材確保とか人材育

成に関するところですが、前半の方でツアーリ

ーダーの話が出てきました。資格だけあっても

駄目で、いろんな能力が必要だという話でした

が、そういった方を確保するにあたって、そも

そもそういうスキルを持った人を集めているの

か、それとも雇った後に何かしら指導や研修と

かでそういった能力を養っていくのか、どっち

なのか教えていただければと思います。 

ポールクリスティ取締役会長 相手によります。

もちろん経験者もいるし未経験者もいます。弊

社内のいろんな仕組みがあって我々が判断して、

それに通ったら、まずは見習いの形でツアーに

参加してもらうことになります。大体９割ぐら

いは成功し、やがてツアーリーダーとして付き

合っていただくことになりますが、そうでもな

い人たちもいます。日本人でも外国人でも、ち

ょっと性格的に合っていないというのが大体の

原因です。弊社は人材確保には特に困っていま

せん。なぜかというと、会社自体は大きくあり

ませんが、大きな存在なんです。憧れの会社な

んです。間違いなく日本では高い水準を設定し

た企業なんです。信じ難いかもしれない、何で

外国人にそんなことが言えるのかと、日本人の

方が分かっているぞと。 

また、日本人は旅行の環境に対し、全然違っ

た意識を持っていて、それは西洋に対してその

ままでは適用できないことが多くあります。部

分的には問題ありませんが、総合的には適用で

きない点が多くあります。我々がそれを全部埋

めて、日本人とか外国人のよさを合わせた感じ

で、まずは育成に取り組んでいるし、会社全体

それを踏まえて運営していますが、この同僚の

中でも、事務的な仕事をしてもらう同僚たちを

確保するのも別にそれほど難しいと思っていな

い。今、日本では全国的な問題ですが、我々は

今のところ足りているかな。今日も……（「朝

に面接をしました」と言う者あり）面接があっ

たんですが、要するに我々はよりよい企画、よ
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りよいガイド、ツアーリーダーを提供している

だけではなくて、一人でも多くの人たちが勤め

たいと思う会社をつくりました。それが非常に

重要だと思うんです。 

 今、ここだと両方の事務所で３０人ぐらいの

同僚たちに勤務していただいています。平均年

齢が３５歳ぐらい。周辺は平均年齢が８０歳前

後ぐらいかなと思いますが。 

穴見委員 あと、もう一つ関連で、ちょっと込

み入ったことをお聞きします。やはりインセン

ティブの一つとして報酬があると思うんですが、

ツアーリーダーたちの報酬が年齢の平均より上

なのか下なのか、また同じぐらいなのか、答え

られる範囲で教えていただけたらと思います。 

ポールクリスティ取締役会長 ほかとはちょっ

と比較できませんが、１日の相場は２万５千円

からです。例えば、かなり長い間付き合ってい

ただいているツアーリーダーか、若しくは年間

でかなりの日数に付き合ってもらっているツア

ーリーダーに対しては、日当に上乗せする形に

なっています。それと、会社の業績さえよけれ

ば仕事をしていただいた日数に対するボーナス

も支給しています。ツアーリーダーたちは、結

構生計が成り立っていると思います。 

 もう一つ、大体半年前からどのツアーを担当

するのかを決めています。急にツアーに対応し

てもらうときもありますが、基本的にはずっと

前から自分の担当のツアーが分かっていて、そ

うすると自分の私生活もちゃんと計画的に進め

ていけるんです。そこは非常に重要だと思いま

す。日本だと、２週間弱ぐらいの余裕しか与え

られていないところが多くある気がします。 

クリスティ美保子代表取締役 ちょっと情報の

整理で、今、ツアーリーダーの報酬の話だと認

識しています。ツアーリーダーは一応、香港法

人のウォーク・ジャパンに所属しており、日本

ではフリーランサーとか個人事業主にあたりま

す。 

ポールクリスティ取締役会長 もう一つ、今、

私は会長ですが、会長の妻だからと妻に対し何

か思っている第三者がいると思いますが、実は

いろんな能力を備えていて、今いい仕事をして

くれているわけです。役員については、話の中

で出ましたが基本的に一緒に仕事をしている人、

それは正社員かパートか、若しくはツアーリー

ダー、ツアーリーダーの８割ぐらいがフリーラ

ンサーたちですが、そこからお願いします。全

然違ったところからいきなり責任のある席に座

らせることは今のところありません。あとは男

女や国籍問わず、よりよい仕事をしてくれるな

ら、よりよい協力体制に力を注いでくれるなら、

もちろん僕らは支えるし、支えてくれれば誰で

も未来がある、これ以上あると。会社はずっと

拡大していて、社員の数や客数もコロナ前より

も大きくなっています。 

 また、ちょっと追加ですが、去年は５千人ぐ

らいの方にツアーに参加していただきました。

余り数は多くないように聞こえるかもしれませ

んが、平均日数から換算すると、年間で１０泊

弱ぐらい、５万人泊弱ぐらいの規模になります。

そこから考えると、やっぱりこれは小さな存在

でもないと思うんです。 

二ノ宮委員 今日はありがとうございました。 

私は湯布院がある由布市に住んでいて、農業を

しながら県議会議員をしています。 

 この特別委員会の設置の目的が、御存じのよ

うに農業、農村がすごいスピードで疲弊をして

いて、それは若者や後継者不足等が拍車をかけ

ていると思うんです。それは、今の農業で生計

を立てることがなかなかできないことが根底に

あるのではないかということで今回、この特別

委員会の中で、今元気な観光の力を借りて、何

とか農業を元気にすることができないかという

テーマで話合いをしています。 

 本日、御社の話を聞いて少し希望が出てきた

と言いますか、私たちが特別委員会で求めてい

ることがここにあるのかなと。そのうちの一つ

があるのかなという感じがしました。ここに取

組の循環とありますが、実際に移住してきた人

も含めて、農村とか農家にどのように利益還元

というか、そういうものができるんだろうかと

考えています。移住者も、なかなか農業では生

計が難しいんじゃないかという、そこのジレン

マを感じながら農村や農業のことをいつも考え
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ているんですが、その辺で何かあれば、是非教

えていただきたい。 

ポールクリスティ取締役会長 おっしゃるとお

りだと思います。私はこの２２年間、この地域

の衰退を見守ってきましたが、我々がそれに対

抗するように、まずはお客様だけではなくて、

例えば英国大使などに来てもらうようにしてお

り、その受け皿を作っています。 

一つの空き家をゲストハウスと呼んでいます

が、いつもそこの上質な空間に宿泊してもらっ

ていて、ここから歩いて５分ぐらいのところで

す。まず、この田舎の様子をたっぷりと味わっ

ていただく、私は日本全国を飛び回っています

が、大分県ほどいろんな資源が揃っているとこ

ろはなかなかほかにはありません。すごくすば

らしい地方だと思うんです。縁があって大分県

民になれてうれしいなと日々思っています。農

業は日本だけの問題ではなく、母国のイギリス

もやっぱり農家が非常に苦しい立場に立たされ

ていますが、少しでもうまくいくように農場の

経営、運営だけではなくて、付加価値を生み出

すために店とか宿泊とか事務所を提供している。

事務所とは要するに離れ家で、日本と違って大

体イギリスの離れ家は古くて、きれいに修復す

ると結構いい空間ができることが多く、そこで

リモートワークもできるし、場合によっては地

元で企業家をするとか、いろんな形があります。

それと、我々みたいな企業を誘致できたらやっ

ぱり雇用も生まれます。この辺は少なくて３０

人ぐらいかな、日本国内や海外を含めて、会社

全体では１８０人ぐらいなんですよ。これは、

弊社にとってはまだ序の口だと思うんです。こ

れから今後、ウォーク・ジャパンやザ・ジャパ

ン・トラベル・カンパニーはどんどん拡大して

いけると確信しています。 

 一つ、海外の旅行会社も日本に参入していま

すが、我々はやり方が全然異なっていて、スト

ーリー性を大事にしています。それと、やっぱ

りいろんな要因を取り入れて取り組まないと、

不発で終わると思うんですよ。そこでやっぱり

民泊、大分県が民泊の発祥地だと思うんですが、

その熟練もいるし、できるかできないか、農家

たちの性格など環境が十分かどうか、いろいろ

あるけど、できるところは多いと思います。個

人旅行者は非常に多くて、ただ、民泊をやって

もゲストたちに来てもらえなければしようがな

いんですよね。だから、ＰＲも非常に重要。そ

れがやっぱり外国、例えば英語圏の各国の人と

かインドネシアとか、イギリス人、アメリカ人

だけではないんですよ。だから、そういう違っ

た言葉の方のことも意識すればいろんな人に来

てもらえると思うんです。 

 宇佐駅前の温泉施設ですが、その持ち主は、

もともと東京で保険会社に勤めていましたが、

御両親が温泉施設、宿泊施設を持っていて、彼

が後を継ぐために２０年余り前に戻ってきたん

ですよ。彼はどうするか、当初は全然経営の能

力がなくて、時々私どもに相談に来ていました。 

ただ、コロナ前も今も満室状態となっています。

なぜかというと、ブッキングドットコムとか楽

天などで、世界中にＰＲしていたからなんです。

その加盟だけで、非常に楽なんですよ。いろん

な人たちが来ている。今の技術、携帯だけで、

ほぼどこにでも誰でも容易に行けるんです。言

葉の異なる国にも楽に行けるんです。 

 日本は非常に評判がいいんです。憧れの国な

んです。九州、その中で大分県はそういう人た

ちに非常に向いている地域だと私はよく分かっ

てます。だから、やっぱり実例が非常に重要だ

と思うんです。農家たちを含めてどうするかと

悩んでいる方、それを実際に見て、ああそうな

んだと。我々は移住者やＵ・Ｉターンの方を社

員として募集しています。 

 例えば、弊社の活動をしていて大田に住み着

いた人たちもいます。１人が、もともと大分県

出身の方でサーファーです。アメリカやオース

トラリアを回って、やがて東京に戻ってきて弊

社のことを知り、我々がここで頑張っていたか

ら彼は大分県に戻ってきました。大分空港から

２、３キロメートルぐらい離れたところにきれ

いな浜辺や防風林もあって、その中にみどり荘

という海の家がありますが、彼が２０年余り空

き家となっていた海の家を借り、修復してすご

く素敵ないい空間ができていて、地元の集落の
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方も非常に喜んでいます。その方と奥さんの間

に子どもができ、２０年ぶりの出来事で地元の

人たちが非常に喜んで、防風林の再生にも努め

ているし、弊社でも仕事をしているし、あとは

よりよい空間を提供しているから、日本人も外

国人も容易に行けるよねと。彼は英語もうまく、

ホームページも日本語、英語どちらもよくでき

ています。一度、海外のメディアが取り上げる

と、ほかのメディアもそれを読むんです。そう

すると、今度は僕らも取材しに行こうかとか、

そういう話がよくあります。 

クリスティ美保子代表取締役 私たちの知り合

いで他県から移住してきて、自然農法ですごく

頑張っている家族が近所にいます。彼らは自然

農法でショウガとか里芋とかを作って、それで

非常に味のある加工品を作っています。それを、

私が関東の友人とかに送るとみんなファンにな

るような、こだわりの加工品を作っています。 

あと、ポールも申したとおり農泊、もともと

は保育園で、そこで育ってきた子どもたちの思

いでいっぱいの場所ですが、そこをすごく素敵

にアレンジして農泊として、ゲストハウスにし

て貸し出しています。一体どうやって調べてき

たのか、すごく遠くから、この間は名古屋から

来たとか、マカオから来た、スペインからも家

族で来たよと、情報とかＰＲという言葉もあり

ましたが、コンビネーションによって彼らは農

業一本で本当にやりたいと、すごい汗を流して

いつも草取りとか頑張っています。やっぱりコ

ンビネーションを見い出して、家族でできる範

囲でということで、すごく一生懸命に取り組ん

でいるので、いくつかの要因のコンビネーショ

ンは鍵になるなと。 

あと、さきほどこの場で面接があったという

話がポールからありましたが、その面接に来て

くれた人の話ですが、もともと杵築市出身で、

関東に出て長く、どうしてこっちに戻ってきた

かというと、コロナがあったことと、その影響

でそのときの仕事が完全フルリモートになった

んですって。フルリモートになった以上、その

会社はどこでも住んでいいよとなったので、一

大決心で帰ってくるというよりは自然に、仕事

と一緒に帰ってこられるということで帰ってき

たということでした。ただ、どこに就職するの

かで、その人が仕事を持ってきてもそれが地域

に還元するような流れになるのかは分かりませ

ん。今、本当にフルリモートとか、リモート勤

務という体制も世の中にはあるので、例えば、

家族全員が農業に従事するわけではなく、家族

の半分のパートナーが、例えば、本社に月一と

かで行ってリモート勤務をしながら生活すると

か、農業を営みながらも部分的に副業的にリモ

ートワーカーになるなど、やはりリモートワー

ク、インターネットの力、そこのコンビネーシ

ョンを取り入れることが必要です。本当にやり

たい農業に１００％従事できないと、なかなか

天候のこととかいろいろな苦労も当然、農業だ

からあるとは思うんですが、上手なツールの使

い分けで、インターネットさえあれば農業を本

当にやりたい人が極力農業に従事しながらもバ

ランスのよい生活はできる。そして、その地域

の魅力も満喫して、必ずしも都市部じゃなくて

も、都市部ではできないことをできる可能性は

あるなと話を聞いて思いました。 

二ノ宮委員 ありがとうございました。例えば、

観光面からいうと、日本ではゴールデンルート

に人が集まってしまう。国東市を見たときに音

戯の郷とか、自然環境を見たときにすごくいい

ところなので、いつか大化けするだろうとは思

っていたんです。実際に、そこに住みながらや

っていただいているので、是非大分県のために

頑張ってください。私たちもその地域の環境を、

皆さんが来てくれる環境をどうやってつくって

いくのか、さきほどいろいろ提案をいただいた

ので、特別委員会の中で議論していきたいと思

います。 

井上委員長 それでは、クリスティ美保子代表

取締役とクリスティ・ポール・ジェラート取締

役におかれては、長時間にわたり大変ありがと

うございました。 

 御社が憧れの会社である要因の、給料がよく

て働きやすくて、やりがいがある会社の取組は

すばらしいと思いました。また、日本の田舎の

どこにでも通じる課題がはっきりしたと思いま



- 13 - 

す。この課題を乗り越えるためのキーワードが

環境と健康と広域連携ではないかと思います。 

 本日は、大変貴重な話をありがとうございま

した。（拍手） 

〔参考人退出〕 

井上委員長 次に、その他です。 

 この際、この場で共有したい事があれば御発

言をお願いします。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

井上委員長 それでは、これで終わりにしたい

と思います。 

お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


